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	リラキシン2（RLN2）ホモサピエンスこの遺伝子は、ペプチドホルモンのリラキシンサブファミリーおよびインスリンスーパーファミリーのメンバーをコードしています。ヒトには、3つの非対立遺伝子リラキシン遺伝子があります。この遺伝子は複数のタンパク質アイソフォームをコードしており、そのうち少なくとも1つはタンパク質分解処理を受けます。この処理により、ジスルフィド結合で結合したリラキシンA鎖とB鎖が生成され、成熟ペプチドホルモンが形成されます。このホルモンは、男性と女性の生殖器系で役割を果たしており、当初は妊娠における役割で注目されました。このタンパク質は、血圧の調節や心拍数の制御など、心血管系でも幅広い役割を果たしており、動物モデルのデータでは、このタンパク質が抗線維化作用と心臓保護作用を持つ可能性があることが示されています。[RefSeq提供、2016年7月]、機能：リラキシンは、多くの哺乳類でエストロゲンと一緒に産道を拡張する卵巣ホルモンです。妊娠中の結合組織のリモデリングに関与し、恥骨靭帯の成長と子宮頸管の成熟を促進する可能性がある。,類似性：インスリンファミリーに属する。,サブユニット：2つのジスルフィド結合で連結されたB鎖とA鎖のヘテロ二量体。,組織特異性：アイソフォーム1は妊娠中に卵巣で発現する。胎盤、脱落膜、前立腺にも発現する。アイソフォーム2は胎盤に比較的多く存在するが、前立腺でははるかに少ない。卵巣では検出されない。,
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	HCT116細胞溶解液のウェスタンブロット分析、REL2ウサギポリクローナル抗体を1:1000に希釈し、4°で一晩

